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　The ／eurna ’des　Dames 　et　des 　Modes 　Paris　e（Ution （JDM ）started 　in　1797．　It　may 　be　said しhat　JDM 　 was

しhe　first　mode 　magazine 　and 　was 　the 　blueprint　for　the　many 　mode 　magazines 　that　followed　which 　were

much 　in　vQgue 　in　the 　19Lh 　cen 加 ry．　This　repor し specifically 　dea且s　With　the 　conten しs　of 　216　issues　of　JDM

pubhshed 　over しhree　years 　in　the　early 　l830s．　The　authors 　translated　the　rela しive　cap 口ons 　on 　the 　217

fashion　plates　included　ill　these 　magazines 　and 　investigated　how しhe　social　background 　or　peoplels　view

of　fashion　 in　 those　 days　 was 　 incarnated 　in　 costume 　 and 比s　 ornamenLs ．　 The 　 social 　 struc しure 　was

changing 　at　that　time 　in　the　aftermath 　of 　the　Industrial　Revotution　and 　the　French　July　Revoluしion，　and

it　 came 　to　 our 　 attention 　 that　the　vita 且ization　of　the しextile　industry　brought 　 abou し by　the　 sweeping

reform 　of　society 　presumably 　had　a 　concrete 　innuence　on 　the　building　up 　of　the　idea　of　costume 　and

its　ornaments ．　We 　have　also ［ooked 　inLo　the　relations 　between　the 　Romantic　costume 　and 　the 　image　of

the 且adies 　in　the 　bourgeoisie．　In　earlier 　times ，！adies 　dressed　up 　in　nl匸e　costumes 　were 　regarded 　as
“
a

menls 　signboard
”
symbolizing 　a　man

’
s　relative 　status 　in　society ．　Gradually，　however ，　women

’
s　 costumes

came 　to　symbolize 　noble 　ladies’own 　self −cenfidence 　and 　self −saしisfaction ．　The 　fashion　p］ates 　decorated

with 　more 　atLractive 　and 　new 　modes 　contributed 　to　forming　the　image　of 　ladies　under 　the 　changing

social 　circumstances ，　Through 　our 　study 　of　the　fashion　plates，　we 　came 　to　appreciaLe 　how 　new 　modes

were 　created 　and 　what 　role　costume 　and 　its　ornaments 　played　in　society ．

　　　　　　　　　　　　　 （Received　August　27，2001；Accepted　in　revised 　form　April　6
，
2002）
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　 1．緒 　 　言

　出版技術 の発展 に伴 っ て ，フ ラ ン ス で は 1830年頃

か ら数多くの 女性向雑誌や モ
ー

ド誌が出版 された
1，．

こ の 時期は ，そ れ ら を飾る フ ァ ッ シ ョ ン プ レ ートもま

た，開花期 と い える と きで もあ っ た．

　1797年か ら 1839年に刊行 された 『ジ ュ ル ナ ル ・デ ・

ダ ム ・エ ・デ ・モ ー ド』パ リ版 （
‘Journat　 des　 Dames

et　des　 Modes’以下 JDM ）は，19世紀の モ
ー

ド誌の 流

行に先駆け る もの で あ り ，
モ

ー
ド誌 の ス タ イ ル を確立

する 母体とな る もの で あ っ た．本誌 に載せ られた手彩

色 の フ ァ ッ シ ョ ン プレー
トに つ い て は

， そ の魅力と美

術的価値が 『フ ァ ッ シ ョ ン プ レー
トへ の い ざな い 』

2 ｝

で 述 べ ら れ て い る，モ
ー ド誌 は ，「時代の 社 会風 俗 の

一
端 を成す」

3｝
とも い われ てお り，描 か れ た フ ァ ッ シ

ョ ン プ レート を通 し て ，そ の 背景 とな る 社 会 や 人 々 の

服 飾観 を読 み と る こ と は 意義深 い と考えた．

　本 報 で は ，産業革命 の 幕開 け とと もに経済発展が急

速 に進み つ つ あ っ た フ ラ ン ス の ，しか も フ ラ ン ス 七 月
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革命と い う，極 め て 大 きな社 会 的転換期 を迎 えた

1830年代初頭 に焦点 を当て ，そ の 時代 に 生 きた人 々 の ，

服装に象徴 され た意識 と表現に つ い て 考察を加え る こ

ととした．

　JDM 　20 世 紀版 の フ ァ ッ シ ョ ン プ レ
ー

トに つ い て は ，

図像表現か らそ の 特徴 と魅力を述 べ た玉 田 ・伊 藤 の 報

告
4 ）
が ある ，女性の 生 活観を左右す る ，情報源 と して

の モ
ー

ド誌 の 役割を述 べ た安部 の 報告
臼ト 71

もあるが ，

JDM パ リ版に つ い て の 解析 は見 当た らな い ．

　そ こ で ， 著者 ら は JDM か ら市民 革命や 産業革命等

に よる社会転換期を背景 とす る，ロ マ ン チ ッ クス タイ

ル を考察する こ と と した ．JDM 　1830年か ら ユ832年 ，

3 年間の 216号分 とそ こ に掲載 され た フ ァ ッ シ ョ ン プ

レート 217 点の 全キ ャ プ シ ョ ン を翻訳 し
，

そ れ ら の服

飾表現か ら以下 の こ とに つ い て検討 した．当時 の 特徴

とい われ る ロ マ ン チ ッ ク ス タ イ ル が現れた，そ の 社会

的背景を上層 市民階層 に属す るブ ル ジ ョ ワ の 上昇 志向

との 関わ りか ら捉えた．また，産業革命に よ っ て もた

ら され た 服飾 素材の 多様性 と服飾表現 の 特徴か ら，こ

れ らに関 わ る女性像 を浮 き彫 りに した ．

　 なお，本 分析 は，甲南女 子大学 図書館 が 所蔵 す る

JDM 全巻の うち ， 対象 となる 66巻か ら 71 巻 に つ い

て 行 っ た もの で ある ．

直

繋
噸

ー
　

…

8無 ”κtrb，．−kn

　2．資料 と研究方法

　1797 年 の 創刊 か ら 1839 年 の 終刊 に至 る JDM パ リ

版 に は，オ リジナ ル な水彩原画が刷画 と見開 きで 挿入

さ れ た もの （図 1）を含め て 総数 3，725枚の フ ァ ッ シ

ョ ン プ レー
トが収め られ て い る． 1 号は オ ク ターヴ ォ

版 8 ペ
ー

ジ で構成 され， 1枚 な い し2 枚の フ ァ ッ シ ョ

ン プ レ
ー トが 挿入 され て 5 日毎 に 毎月 6 号 ， 年間 72

号が刊行され て い た．各号に は 「モ
ー

ド」の 項が設け

られ，時に はそ れが 25％ 以 上 に 及ん で い た． フ ァ ッ

シ ョ ン プ レー
トに は 女性 を描 い た もの ，男性 を描 い た

も の ，ヘ ア デ ザ イ ン や 帽子 を描 い た もの な どが ある

（表 1−1，1−2，ユー3）．対 象とな る 3 年 間 で は ，オ リ ジ

ナ ル な水彩原 画を除 き285枚の フ ァ ッ シ ョ ン プ レー ト

が ある が ，女性 を描 い た 2ユ7 点を研究 の 資料 とした．

　研究方法 と して は
，

フ ァ ッ シ ョ ン プ レ
ー トの キ ャ プ

シ ョ ン お よび JDM 本文の 内容解説を通読 し，産業革

命 を迎 えた 繊維商業界 の 動 きと の 関 わ りを 調 べ た ．特

に機械化に よる恩恵の
一

つ と して 「シ ョ
ー

ル 」を取 り

上 げ，そ の 魅力と役割に つ い て 考察 を加え た．また，

七 月革命を引 き起 こ したブ ル ジ ョ ワ の 貴族意識を フ ァ

1＿ 、＿

　図 1．JDM に 挿入 された フ ァ ッ シ ョ ン プレー
トの

　　　 原画 （左）と刷画 （右）

　 　 Costume　Parisiens　No ，1022 （右 ） と原 画 （左）

　 　 甲南女
’
子大図書館蔵．

ッ シ ョ ン プ レー トの 服飾表現か ら読み と り，特に 当時

の 貴族的社交生 活 に 深 く組 み込 まれ て い た 文芸お よ び

舞台等との 関わ りを検討 した．

　 3．産 業革命 を迎 え た 繊維 商業界 の 動 き と フ ァ ッ シ

　　 ョ ン プ レ
ー

ト

　1830 年代初頭 の フ ァ ッ シ ョ ン プ レー トの キ ャ プ シ

ョ ン に は，
一

流 洋装 店 の 所番地，流行 の 商品 を売る ブ

テ ィ ッ ク の 所番地，売 れ筋商 品 の 案 内な どの 記載 が見

ら れ る （表 2−1
，
2−2

，
2−3）．例 えば

， 「リ シ ュ リ ュ
ー

通 り 93番地 マ ダム ・ラ ロ シ ェ ル の 店 （Magasin 　de　M ’ne

dnRocheUe ，　Rue　de　Richetieu　no ．93）」（図 2） や 「マ ダ

ム ・ア ラ ン の 仕 立て （facon　de　MM”
　AUin）」 と 記 され て

い る，所番地 を含め た様 々 な店，あ る い は 仕立 人等の

紹 介の 多 くは
， 帽子 ，

ロ ーブ
， 結髪の 案内が ほ とん ど

で ある，

　紹 介 され た 「流 行 品店」 は ，1825 年前後，つ ま り

フ ラ ン ス の 本格的な産業革命期 に先立 っ て パ リに 建設

された，多数 の パ サ
ー

ジ ュ や ギ ャ ル リ
ー

の 中に登場 し

た
81 ，そ こ で は 人 々 の 「ア

・ラ ・
モ
ー ド」 に 対す る 執

着が 絶え間な い 需要を生み 出 し，産業 界 を活性化 させ

た と い わ れ る．パ サ ージ ュ と は ，「展示 さ れた商 品」

い い かえれば 「よ り魅 力 的な商品」が 初め て 組織的に

集め ら れ た場所
9〕

で あ り，商品が シ ョ
ー

ウ ィ ン ドウ に

飾 られる よ うにな っ てか ら ， 着装 に よ っ て 得る 心的満
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表 1．JDM フ ァ ッ シ ョ ン プ レ
ー

トの 内訳 （番号 ・種類）

　　　　 （1831）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1832）

表 2−1．キ ャ プシ ョ ン に 記載 された店，商 品 （1830）

店冬・畏注賓 住所 画晶 肥載場所

M 日 脚 in　d。　M  88rde 駄 」6VMenoo 閧08 u   z   o 2786

Mo 聯
ln　d 。　M 鵬 86。uvoi5 団」6StG 　Anno　No11 coi 伍∬ o 2765

Ma 脚 hdoM
剛

860uwi8RueStoA 【 励 oNo11 Gh 叩 06U 2701

M 呷 81nd 。　M鵬Be日uwi8 恥 eSteAmoNo11 capoto 2，82

M 鰤 5indoM
 

B6聊 。i5 団」eSteAmeNo11 o卜喧 po 甜 2735

Ma8a3   由 M【 BaauunisRueStcA 胸 廳 eNo11 oh 唱 peau 2814

M岬 5hd ◎ M四 8 。a 凵鴨 i5Ruo 　Sto　An 【 o ” 011 oo 臨 ag9 ，0charp62817

Ma 脚 h　d6　M【 F  。hot 陥 」oMMem 巳 閣02 bBret 2750

Ma 　3h 　do　M
備

Fσuohot 勘」BViviB   日 No2 ch3po 甜 2784

隅a 脚 h 南 M門゚ F  ch 。t R 鵬 Viviem6 忖02 ch6pe8 凵 2790

M岬 8   dδ 罐 F゚cuoh。 tRuc 　VMc   o　No2 capoto 2800

choz 　M
閑

剛 o脚 Ru88 α 凵rg 　rAbba　No52 byo巳 属 2793

Ma 　 8h 　do　M
岡

L 臼 Roch6 凵e 団」cdo 則 chelie 口No93 oh 叩 68u 2788

M8脚 h 麁 虻  ゚ R   helb 鼬 ode 　Richoliou　No93 ch 即 oa り 2793

Mag98in 山 M門 レ IR 。chdla 恥 odo 　Rioholio凵 No93 chapoa 凵 2809

Ma 幽 6in 面 M脚 凵 Ro 。herlo 隔 od6 　Richdiou　No93 oh 叩 翩 u 2832

M鄭 8 酌 d◎ ド 」゚ gR 。chollG 恥 ede 団 oholiou 　No93 ohapoa 凵 2833

oho2 嗣
閥

」gRoohelle Ruo　do　Ric   lieu閧093 b6rt 2805

Ma 脚 in由 M
岡

し ・vi即 o Bouloりart　Poi860nnlor◎ No13 mbo 2732

Ma8a8in　do　M
 

」 vi脚 日 α 」loua此 Poi38  nie 陀 No18 08nezo 凵 2800

Mag3ein　do　M 鵬
棚 1飢 8 α 」lo粗 虎   lien　No20 ohap8au 2TB9

M 明 。 5indgM
 

M 囗1。t 日 u 」laり8rt　h旦 lion　No20 o叩 Otg 2臼16

M8　 Bindo 　M閥嗣 10竃 80ulav5rt髄β lion　No20 borat 2821

M 卿 Bin　do　M
岡

M 闘lot 80ulwo 瞳 眦 a蠅e 【No20 oh8peg 凵 23聴

Mo脳 h　d。　M
備
Zbi2al 陶 oDa は画 冊 No33 mbB 2丁65

足感が期待 で きる商品が ，そ の 使用価値 を超 え て よ り

人々 を魅了 した と い われ る
9）．魅力的な ア ・ラ ・モ ー

ド商 品が集 まる パ サージュ や ギ ャ ル リ
ー

で おそ ら く人 々

は ウ ィ ン ドーシ ョ ッ ピ ン グ を楽 し ん だ こ とだ ろ うと推

察 され る ．

　産業 革命に よる機 械化 の 波 は あ らゆ る 分野 で 活発 に

な り，製品 の 増大 ・価格低下 を もた ら した．中 で も綿

業の 発展は 著 し く
1°1

， 極め て 早期 に機械生産 を導入 し

て 産 業革命 を先導 した 綿織物 は，1830 年に は 絹 織 物

に次 ぐ主要輸出商品 とな るまで に発展 した
11）．こ れ に

よ っ て綿布の 普及拡大 と綿製品 の 値下 が りを引 き起 こ

し，羊毛工 業や レース 工 業に おけ る機械生産は こ の 綿

業 を追従す る か た ちとな っ た ．フ ァ ッ シ ョ ン プ レー ト

に は 当時 の 綿業 の 発展 を反 映す る か の よ う に ，綿 モ ス

リ ン の ロ
ー

ブが多数描 かれ て い た．19 世 紀 に 入 り，

よ うや く国内生産 が開始 さ れた モ ス リ ン は，当初 シ ル
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表 2−2．キ ャ プ シ ョ ン に記載 され た店 ， 商品 （1831）

店名・畏注者 住所 鹿晶 豪 示 増 所

MmO　A川in R凵6d 巳5　Fos866　Moatm8rtro 　No　7redhgoto 2053

M
備

AIIi卩 Rue 　d 巴5　Fosso ε　Mon   3 吐鵬 　No 　7 rob 昭 2852

M噂Barois Ru6　d邯 Fo866ε Monロn8rtm 　No　7rodin80to 2909

Ma 酔 sin 由 Mm°Bea凵vaisR 凵 oSto 　Ame 　NDIl 臻 bomet 2919

ohoz 　M  日08 凵v8i5 Ruo　Sto　Anm 　No11 ※ bom 飢 2922

M
 

Bo 凵ssard 記載なし 不 明 mbe ，　ma 【 to闘 2943

M
  BroufB8rd 記載 な し 不 明 爬 dingoto 2937

M．Oailli8u其 記載なし 不 明 50h 臼II 2945

Ma 四 5hdoM ．　Car噛or 記載なし 不明 oo 漁 」rβ 294 丁

Magasin 　do 　M．　Cartier 記載なし 不 明 伽 ur 2938

M 噛
Ch8r 晒 er 配載なし 不 明 robo ，　mant 巴 0凵 2939

Magasin　d3　M，　C8rti。雨 b 記載なし 不明 capoto 2921

Ma 即 sin 　do 　M．　C8而 or 偏i8 記載 な し 不 明 66halI 2946

M
 

Clom6焼 記載なし 不 明 robe 2933

M898shdoM ．Ddi816 記載なし 不明 8ch8rpo 2926

M
噌D70uart 配載なし 不 明 chapeau 2935

Mag 巳sh 　d 。　M，　D叩 re Be8凵fo代 3 T由 ourot ，　C6r 日 n2942

Ma 胛 sh 　de　M
岡

G   elin 鷂載なし 不 明 robo 2941

由 oz　Mm し8rQohcll6 Rue 　de　Richalleu　No93 ※ c8poto 2881

ロho 王 M
叩’

Larooh61』 Ruo 　de　Richolieu　No93 恢 ch8po8u 2B33

chaz 　M 雨 Laro6h巳llo Ruo　de　Richolleu　No93 ※ ch 叩 66 ロ 2835

ch。z　M
 

L』 vi帥 。 Boulovart　Poissonnlere 卜」01B 　嶺 robo 28η

。haz 　M
鵬

凶 vigm Boulo 》art 　Poisson π iere　NolB 　濠 robo 2833

腰a 帥 sin 　de　Mm°Lebhnc 配載な し 不 明 ch 叩 oa 凵 2939

欄 1自 Lucio 配載なし 不明 re 伽 goto，　tabli6r2922
M

隔
Luoi6 配載なし 不明 robo ，　oohorpo ，　polo面 o2921

M日9凅 si臨 de 　M．　Luioh3rd　PavioRucL6 轍 eNo9 ch 叩 e四 2918

Ma 胛 sh 　do 　M，  ioha吋 PavioR 凵唇 La俄 te　No9 嵌 chapea 凵 2926

choz 　M 隅 Mi「18t Boulevart　It日 li6n　No20 ※ chap6au 2893

M89 日sin 　de　Mm
陰Mill就 Boulev3rt　ltalie胸No20 廉 chape 日u 2914

植卿 εhdo 　Mm 　Millet Boulev8rt　Itali帥 No20 崇 ch 叩 08 凵 2929

Ma
畔

sin 　d。　Mm °Millet Boul巳va 厂t　Italien　No20 栄 ehapea 凵 2933

M 卿 si目 d 。　Mm
’
Mill。 t Boula 冒art 　Italio随 No20 栄 Ghapoau 2937

M
陶

闘巳r而er，　Rioh8rd Ruo　Vi》iomo　No14 pardessu ＄ 2919

Magasins己u　p醐 t　T 軸oli 配載なし 不 明 co 価 」ro 2927

M6 即 舗隠de 　M．　Vor 》。 II6 配載なし 不 明 co 由eillo 2938

※ 記載は 無い が 住所 の 判明 して い る もの ，

クモ ス リ ン が生 産され たが，綿モ ス リ ン が 生産 され る

よ う に な る と主 流が こ れ に 移 り，専 ら綿 モ ス リ ン が生

産され た
1Z＞．

　217点の 資料の うち 195点に お い て，その キ ャ プ シ

ョ ン に ロ
ー

ブ の 素材に つ い て の 記載があ っ た．キ ャ プ

シ ョ ン に は
，

シ ル ク （38 点），モ ス リ ン （30 点），サ

テ ン （28 点），ビ ロ ー ド （22 点），カ シ ミ ヤ （11 点）

等十数種 に 及ぶ 記 載 が見 られ た．そ の 記載 を 30点以

上数 えた もの は シ ル クとモ ス リ ン の み で あ っ た ．シ ル

ク は 以前か ら好ん で 用 い ら れ て い る 素材 で あ る が，モ

ス リ ン が シ ル ク に次 ぐ記 載の 多 い 素材 と し て挙が っ て

い る こ と に は，そ の 発展 ，普及 の 拡大 とい っ た様子が

窺わ れ る．

　装 飾に つ い て は レ
ー

ス や羽根 に よる と の 記載 が 目立

っ た．レース で は ブ ロ ン ドレース ，デ ン テ ル レ ース ，

ヴ ァ レ ン シ エ ヌ レース ，針編 み レー
ス 等 ， 羽根 につ い

て は 羽根飾 り，羽根束の 飾 り，フ ウチ ョ ウ の 羽根，縮

れた羽根 ， 白鳥 の 羽等 ，
い ず れ も比 較的詳細に 記さ れ

て い る もの が 多 くみ られ た．「花 飾 り と ブ ロ ン ド レー

ス の飾縁をあ し ら っ た髪，プ ロ ン ドレ
ー

ス で 飾 っ たモ

ア レ 地 の ロ ー
ブ」と 記 され た Costume 　 Parisiens　 No ．

2798 （図 3） で は ，三重 に も四重に も重ね ら れ た レー

ス が装飾に用 い られ，そ の レ
ー

ス は ブ ロ ン ドレ ー
ス と

明記 され て い る ．

　 1830年頃 に は ジ ャ ガー ド機 を搭載 した機械生 産が

開始 され た．それ を機 に ，
こ れ まで あ ま りの 高価 さか

ら手 にする こ とが叶わ なか っ た手工 芸の シ ョ
ール も，

シ ル クや綿等 を用 い た 多様な もの が短期 間 で 生 産され

る こ とが 可能に な り，価格 も幅の あ るもの とな っ だ
31
．

Costume 　Parisiens　No．2938 （図 4）に は
， 花嫁衣裳を
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表 2−3．キ ャ プ シ ョ ン に記載 された店，商品 （1832）
店名・畏建魯 住所 画品 プレ

ートoo ．
M

』
　　 o 記 載な し 不明 robo 2994

M
鵬

Alo翼and 冊 団 」oStoh     1G3 robo 30D6

M
備

AI［h 　83   i8 E 載な し 不明 robo 3002
　 　 　 　 　 　 　 　 　 』M8 　 31n 由 M　　　　　　　　　　日o 脚 伽 【 記載な し 不明 2997

Ma　a8   d6　M   86auりa ［5 記載なし 不明 t岫 8n 2966
M80   」iσ 辱o 【 記載なし 不明 cc 緬 r6 2962

M388hdoM
闢

Cai躔  u 翼 記載なし 不明 jo甲 o 2950

Ma8n蜘 由 M．　Ch啝 甌」o 日o 凵vc 　do8　Po臨 Chgmp5 c   P ● a凵 3007
Mnga8in 　do　M．　Ch 明 帆 Ruo 　Neuve 　de6 　Pejt8 （跏 amPS 渠 chaPO8 り 3009
M  C30h8 賢 甌」8hill 餉 n　bor廿n ”08 robo 29丁8

M
 

Coohoり Ru8 　hille丙n　berUn 　8 mb6 3015
Ma 　 3in　da　M   血 Per 閑 Ru6 し8 轍 o c ト即 08u 3006

M，Gag61   o Ruo 曲 Richalie凵蚤 robo 2998

M，Ga　 Ih6 Rue　de 圃chelieu 煕 偏oh凵 3007
M．G8区01  a R囗 3de 　Richolie凵 藪 mbo 3028
M 自胆 sin 歯 M．　G 蝋 欠横〕 Rue 　de 田 cheliOU 瑛 r◎bo．6charpo 2993
M8 唇ヨ 5in　do　M．　Gage 闘ne 駄 」odo 　Rioholic凵 jac  器 2996

Ma 酔 5in　d◎ M．　G8golino Ruo 　do　Richo脆eu 隈 robo ，　echErpo 2999
Ma 胆 sin 由 M．68golho R凵ado 　Riche賑Cu 臻 mbe ，　pok2Hno 3010

Mg9 ヨ 5in 由 M．　Gagoli【o Ru 。 60　Rich 。liaり 殃 robo 301 丁

M8ga じin由 M．　Ga 唇olho Fへ」odo 　Richo眤6凵慮 robo 3018
M8

巫 5indoM ．G8z6｝i【6 R 凵 06e 　Richoli6凵 渠 robo 3022

Ma 騒a8in　do　M．　Gagolh6 』 巳 d6　Richo師eu 蟻 robo 3029
Ma 菖旦 8in　63　M．　Gagoiino 甌 」odo 　Rich ¢ 1｝cじ ※ mantoau 3032
M3 　 8ind6M

呻
Ga 　 訥 Ruo　do　Richclieu豪 mant 肥 o 2957

Ma 　 8in　60　M僧（主8　 1  馬 od6 　Rlohelieu ※ mbe 2968
Ma 　 8in 　d8　M 閥 Gl。iz61 団」oDa 凵凶 im33 och8rp6 3017

Ma 　 sin　6B　M
鵬

GleizaI Rbo　D8回凶ino　33 mbo ，　ochorpo 3025

Ma　創n 由 M
鵬

610iz巳1 甌」oD 鯉 凶 in833 頗 lo 3033
MHorb8u陀 記載なし 不明 chap ◎8u 2989

M．麈6r86 眈 団」o 』砒 to 忖02馴 oo 而 o 2ggo

M8　8  6a　M閥Lorochollo 恥」6do 　Rbh60創 No93 oh 叩 08u 2951

Ma　 3in 　60　M閥Larooh81bRuo 　do　Rioh●1ねu　No93 」叩 o 2954
Ma 　8h 　dθ M 鵬 L8隅 helbRue 　do　Rbh61iou　No93 ※ ohape8u 2964

Ma　 εi” d6　M  Lomoha 臓eF し」odoRi 由 61i● uNo93 6h ＆P68 い 2981
Ma 　8in　60　M   L臼rochgl1oRue 　do　Rioh61ieu　No93 　豪 6h ほpea回 3002

M8 　8i轟 己o　M隅Laroc   1  R凵edo 　Rioholieu　No93 溢 chapeau 3014

Ma　 sin　d6　M  Laroohel1θ Ru 巳 da　Ri由 巳lieu　No93 燉 5hapeau 3015

M8　8hdoM
閥

L8r  he腿6Rue 　d8　Ri由 61iou 　No93 瑛 08poto 3029

M
伽

LamchBlb Ru8 　do　Ri由 elieu　No93 燦 ch8 ρe8u 2994
M

』

』 tα」r 記 載なし 不明 mbo ，　e6h8rpe 3005

M8 　 sh 　68　M
備

Lavi　 a Boubv8rt 　Poi560rmioro　18 栄 陀 dng ρ te，　P曲 凾 e3003

M8 　8in 幽 M   Lo　6猷 Rue　Gr3n8e　Bat 巳 llere嬉 oap 帆 o 300 臨

Ma 　 sindeM
祕

Le　t耽 R凵eG 阻ngo 　Bata 臨Ore 羅 oh 即 oau 3033

M 閥
しo 　懴 R】eG 阻 ng6 　Baヒellero 烽 ohap6au 2999

Ma 　 sh 　do 　M
閥

Milbt 記 舷なし 不 明 oh 叩 o鯛 3021

酵
閣

milbt 配 載なし 不 明 ohag ◎8u 2993
Mhmho 髄 ◎ Ruo　do　Rhゆ li mb ●，　P ◎16市 糟 3001
Ma8a5 扇 doMMbt 甌 」oMMorm ◎ No 宦8 pa 田 m8n8 2955

MWh ，e講酬 記 載なし 不 明 am8 乙on ● 2980

※ 記載は無 い が 住所の判明 して い る もの ．

着 た女性 が木箱か ら シ ョ
ール を取 り出す姿が描か れ て

い る ．キ ャ プ シ ョ ン に こ の 木箱が 「結納箱 （Corbeille
de　marriage ）」 と記 され て い る こ とか ら，こ の シ ョ

ー

ル は お そ ら く婚約の贈 り物で あ り， 大切 な服飾品 とし

て 扱わ れた と推察で きる．

　機械化 の 拡大 や 流 通網の 発達 を受け て
， 多種多様の

素材が市場 に 出 回 る よ うに な っ た こ の 時期 に は
，

パ リ

の 特権的な貴族階層だけで な く，経 済基盤 を持 つ 市民

階層 に 至 る ま で モ
ード を展開す る に 充分な土台が 形成

され て い た と窺 え る ．

　4．シ ョ
ー

ル の 魅力と ロ マ ン チ ッ クス タイ ル

　JDM パ リ版 創刊当初の フ ァ ッ シ ョ ン プレ ー
トに は

ギ リ シ ア 風 の ス タイ ル が描か れ て い るが，1820年代

半 ば か ら ， 徐 々 に ウ エ ス トが 自然な位 置に 下 が り，袖

に つ い て も大 き く膨 ら む と い っ た 変化が 見 ら れ る ．

1830年代 に は ドロ ッ プ ト ・パ フ ・ス リーブ ある い は

肩飾 りで 誇張 され た肩 と細 い 胴 ， 自然 に 広が る ス カー
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図 2．キ ャ プ シ ョ ン で 紹 介 され るパ リの 「新物店」

Costume　Parisiens　No ．2833　甲南女子大図書館蔵．

「
一
瀛

’1
’；
L1
｝〃協ノ’『ρ  ’獅 承ガπ厂 tti．，r，SJ

　 図 4．木箱 か ら シ ョ
ー

ル を取 り出す花嫁

Costume　Parisiens　No ．2938　甲南女子大図香館蔵，

詣

：

rVua ζ偏 h，

　　　鱒

ノ1
｝

麟
　 　 　 ．（

t’t■1ノ

」

　 　 　 ；　　　　
ノ

fi・v；・：；tS−o．pt ，ルV．t”．’L’一 “ nttS’ff

　図 5，1830年代 初頭 に流行 した シ ョ
ール （左 ）と

　　　　第
一

帝政期 に 流行 した シ ョ
ール （右）

Costume　 Parisiens　 No ．2848 （左〉甲南女子大 図 書館蔵，
Costume　 Parisiens　 No．1124（右）甲南女子大図書館蔵．

　　　 図 3．レー
ス で装飾 された ロ ーブ

Costume　Parisiens　No ，2798　甲南女子大図書館蔵．
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　 図 6，シ ョ
ール をまと っ て ス ペ ク タ ク ル に

　　 　　 出かける女性

Cos加 1ne 　Parisiens　No ，2925　甲南女子大図轡館蔵．

，t ：ノ f’tltV ：
j t、itde”，．一，瑤所 ，r，k， ’r鹽ずr ？ん

’

L獵 瓢 鎚 饗 熔 、：，． 二1
　　　　 図 7．カ シ ミヤ の シ ョ

ー
ル

Costurne　Parisiens　No．3026　甲南女子大 図 害館蔵．

ト， 造花や 花飾 りや リ ボ ン な どの つ い たボ ネ ッ トを装

っ た，い わ ゆる ロ マ ン チ ッ クス タ イル へ の 移行が 見 ら

れ る ．

　 ロ マ ン チ ッ ク ス タ イ ル とい えば，細 い ウ エ ス トと頸

か ら肩に かけ て の ラ イ ン に 重点が置 か れ
， 「思 わず接

吻 し て し ま う ほ ど の 魅 惑的 な肩」
L‘）

，と い わ れ る シ ル

エ ッ トが特徴で ある が
， 加え て シ ョ

ール の 取 り入れ方

（図 5） も特徴 的 で ある こ とが フ ァ ッ シ ョ ン プ レ
ー

ト

か ら読み とれ る．

　 シ ョ
ール が描か れた フ ァ ッ シ ョ ン プ レー

トは
，
1830

年 に は 7 点，1831年は 13 点，1832年は 27点 と年 々

顕 著 に 増加 して い る ．フ ラ ン ス で は，シ ョ
ール は エ レ

ガ ン トな女 性が あえて 身に着け る もの で あ っ たと い わ

れ
］S｝
，貴婦人 を自負す るブ ル ジ ョ ワ女性が 好ん で シ ョ

ール を身に着ける よ うに な っ た と推察 され る，

　デ イ ドレ ス の着装時 だけ で な く ， 夜会で の シ ョ
ール

の 着 用 が 多数見 受 け ら れ た が ，Costume 　 Parisiens

No．2925 （図 6）の キ ャ プシ ョ ン に は 「房飾 りを施 し

た ペ ル リ ン 付 きビ ロ ードの マ ン ト，羊毛で 刺繍 され た

オ
ーガ ン デ ィ の ロ ー

ブ ，
ス ペ ク タ ク ル に出かける 際，

ギ リ シ ア 風 に 結上 げた髪 に シ ョ
ー

ル を纏 う」 と記 され

て い る．

　また，舞踏会などの 夜会で は，露出 した胸元 に大振

りの ネ ッ ク レ ス を着用 す る 傾 向
］6｝

の 中で ，ジ ュ エ リ
ー

を着けずシ ョ
ール の み着用 して い る もの も認め ら れ た．

贅沢を誇示する場で あ っ た舞踏会で ，シ ョ
ール もまた

経済的豊か さとエ レ ガ ン トを誇示する 格好の ア イテ ム

で あ っ た か と思われ る，こ の こ と は，『二 人 の 若妻の

手 記』 の 中 で
，

カ シ ミ ヤ シ ョ
ー ル が 「若 い 娘 の 宝

石」
1η

と比喩 され て い る こ と か ら も窺 える．また ， 当

時の 舞台女優が仕事の 報酬 として 受けと っ た カ シ ミ ヤ

シ ョ
ール は ，500 フ ラ ン 以上 もす る も の

1帥
だ とい う記

録が 残 っ て お り，シ ョ
ール が高価 なジ ュ エ リ

ーと同様

に 扱 わ れ て い た と推察さ れ る ．

　 フ ァ ッ シ ョ ン プ レー ト に は ，カ シ ミ ヤ （図 7），カ

シ ミ ヤ モ ス リ ン，シ ル クモ ス リ ン ，シ ル ク ビ ロ
ー

ド，

プ ロ ン ドレース （図 8）等，様 々 な素材を用 い た シ ョ

ー
ル が描か れ て い る．「シ ョ

ール は時 と して 単なる付

随品 で は な くエ レ ガ ン トな女性 の 肩 をす っ ぽ り覆う衣

服そ の もの で ある」
19
乏 考 え る 研 究者 もい る ほ ど シ ョ

ー
ル の 魅力 は大 き い もの で あ っ た とい える ．

5．七 月革命 とブル ジ ョ ワ の 貴族意識 と服飾表現

七月革命は市民階層 の 成長を物語 る と もい わ れ る も
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尸
kI

「ひ

陣 7 鄲 曜 冠

洲

1，拶 i4

　 　　 図 8．ブ ロ ン ドレー
ス の シ ョ

ー
ル

Costume 　Parisiens　No ．3026　甲南女子 大 図 書館蔵．

の で あ り，
七 月体制 に よ る 変 化 は 礼儀作 法の 簡素化

“））

をは じめ様々 なかた ち で現れた．しか し，サ ロ ン に代

表 され る貴族的 社交生活に対す る ブ ル ジ ョ ワ の 貴族願

望は根深 く
？1）

， 貴族 階級 と上層 ブ ル ジ ョ ワ 階級 とい う

階級感情の 対立 は消 える こ とは なか っ た ようで ある ．

そ れ まで の 抑圧 か らの 反動 と も受 け と れるかた ちで 上

流社会 へ の
’
瞳れ を駆 りた て 、ブ ル ジ ョ ワ 階級の 間に社

交界進 出 へ の 野心 を よ り高め た と推察 さ れ る ．ブ ル ジ

ョ ワ は貴族 との 生活空間 の 分離や趣味の 相違等か ら，

貴族 とは 一線 を画 した もの に 成 らざる を得な か っ た と

推察す る ．ブ ル ジ ョ ワ に は ，た だ貴族的社交生活 を維

持 して い る とい う事実が ，高位の 地位の しる しで あ っ

だ
21
と い わ れ て い る．伝統 や 由緒 を持た ない ブ ル ジ ョ

ワ はそ の ため に ，貴族的浪費を女性の 服飾の 上 に つ ぎ

込 み，高級 な素材 や 豪華な装飾を ひ け らか し，社会的

地位 を表現 しよ うと した と思 わ れ る ．

　ナ ポ レ オ ン民法典に よ る ブ ル ジ ョ ワ 社会で は，女性

の 法的 ・社会的地 位が極度 に低 い ，明 らか な家父長 制

が と られ て い た
23｝．男性は，同伴の 女性 を我が 意の ま

ま に 上層階級の 装 い を させ 貴族的な女性像 を演出 させ

る こ とで ，そ の 階級 の 生活習慣や 思想 い わ ゆ る エ ート

ス を結実 させ よ うと した に違 い な い ．バ ル ザ ッ ク の

「優雅な生 活論」
2‘）

か らもその こ とが窺われ る．

　　 ii
　 　 　 ＿　 一　　　 　 、　　 ．　　　　　 一　　 一　　 ．一　 一一．」

図 9．豪華な帽子，ロ
ー

ブ，マ ン トを装 う女性

Cestume 　Parisiens　No ，2838 甲南女 子 大 図 書館蔵，

　「ビ ロ
ー

ドの 帽子，羽毛があ しらわれ たサ テ ン の ロ

ーブ
，

ビ ロ ー ドの ア ッ プ リケ を施 した サ テ ン の マ ン ト」

と記 された Costume　Parisiens　No ，2838 （図 9）か ら，

高級品を用 い た当時 の 服飾が 窺わ れ る．ブ ル ジ ョ ワ 男

性 に とっ て は，自分が獲得 した力 を社会に示す こ とが

何 よ りも必要で ，そ の 「男の 看板」が ，高級な モ ード

を身に着け る女性 を つ くり上 げ た と い え よ う．他 に も

「サ テ ン で 裏打 ち した ビ ロ
ー

ドの 帽子，貂の 毛皮で 縁

飾 りを し た サ テ ン の ル ダ ン ゴ ト」 と記 さ れ た Costume

Parisiens　No．2955 （図 10）他 ， 高 級 な素 材 を記 した

プレー
トが多数 見受け られた．こ の 頃 に は，階級別 に

定め られ て い た高級品の 使用制限が 無 くな り，自由が

保証 され て どん な高級品 も経 済力が 伴えば着用可 能と

な っ て い た ．

　 さらに ， 品質を重視する新 しい 価値判断 の 基準が人 々

に 定着 す る に つ れ，ブ ル ジ ョ ワ は よ り上層 の エ
ー

トス

に 身を お くため に と，手に 入 れ 難 い もの を い ち早 く入

手する とい っ た ，よ り上 質で稀少な もの を求 め る 傾 向

が生 じた．ブ ル ジ ョ ワ の 貴族 意識 は専 ら衣 装 に 託 され，

衣装か ら経済的裏付けが得 られ る ほ ど で あ っ た と解 さ

れ る．目新 しい モ
ー

ドを身に着け，人 々 の 注 目を浴 び

る こ とで 自らの 存在 を示そ うと， 女性は豪奢と優美 を
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　図 10．毛皮で トリ ミ ン グ され た ル ダ ン ゴ ト

　　　　 を装 う女性

CosLume 　Parisie】is 　No ．2955　甲南女子大図書館蔵．

競 い 合 う こ ととな り，その ため に は フ ァ ッ シ ョ ン の 奴

隷に なる こ と も厭 わなか っ た
2Sl

とあ る．社 交場 とな る

ロ ン シ ャ ン な ど は も っ ぱ ら服 装 の 批 評 の 場 と な っ

た
26，tt ）

．

　 1832年 53 号 に収め ら れ た 「ある 会話」 と題 され た

フ ァ ッ シ ョ ン プ レー
ト （図 ll）で は ，当時経 済力 と

余暇 を持 ち合 わせ て い る こ とを象徴す る読書
2S ｝

が，当

時新聞雑誌の 刊行ブ ーム に 乗 っ て流行 したが ，その よ

うに本 を手に した女性が描写 されて い る．女性 は 又，

布 を贅沢に使 っ た流行 の ドロ ッ プ ト・パ フ ・ス リーブ

の ロ ーブ に シ ョ
ール を まとい 、当時話題 とな っ て い た

髪型で 描か れ て い る ．こ の 髪型は
， 結上げた髪 に冠や

花冠 を飾 り，両脇 に 垂 ら した縦巻 き カ ー
ル の 髪が耳 を

隠 して い る とい う もの で ，オペ ラ座 で こ の 髪型 が特に

若 い 人 に 目立 っ て み ら れ た
n ）

と記さ れ て い る ．教養 ，

知性 をち らつ か せ る魅力的な女性像，そ して流行に も

適 っ た理 想の 女性像 をも描 こ うと し た もの と受 け とれ

る．

　6．舞台衣装 とモ ー ドとの 接点

　Costume 　 Parisiens　 No．2970 （図 12）に は ，劇場 の

ボ ッ ク ス 席 と思 わ れる情景が描 かれ て い る ．羽飾 りの

つ い た薄物の ベ レー帽，ビ ロ ー ドの ロ ーブ の 上 に サ テ

　　　　　　　 図 11．「ある 会話」

流 行 の ロ ーブ，シ ョ
ール ，結髪 を装 う女 性 ．手 に した本 は

女性 の 教養，知性 をア ピー
ル して い る ．甲南女子大図書館

蔵．

膳
！．、rni，＿、「4 ，”＿、，

塀 ’
 
’」
，、、

h り〆
”’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一」綯

　　　 図 12．ボ ッ ク ス 席で 語 らう女性

Cestume　Parisiens　No，2970　甲南女子大 図書館蔵．
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　　図 13．真珠を飾 っ た流行の 白の ロ
ー

ブ

Costume　Parisiens　No ．2962　甲南女子大 図 書館蔵，

図 14．ロ ー
ブ と タ ーバ ン をあわ せ て 装 う女性

Costume 　Parisiens　No ，2966　甲南女子大図書館蔵．

ン と カ シ ミ ヤニ 枚仕立 て の ペ ル リ ン と い っ た 装 い が み

られ る．女性が 手に したオ ペ ラ グ ラ ス ，それ は果た し

て舞台に注が れ て い た もの か．当時，劇場で は観劇本

来の 目的 を超 え て ， 観客 か ら 「見 られ る 」 こ と を意識

して い た
30｝

とい わ れ，観劇の ため の 装 い には，か な り

の 社 交性 が 求 め ら れ た こ とが窺 え る．

　当時 の ブ ル ジ ョ ワ 社会 を生 きた バ ル ザ ッ ク の 書簡の

中に 「イ タ リ ア ン 座 を棄て ねばな らな い の で し ょ うか．

唯
一の 楽 しみ を棄て ねば な らな い の で し ょ うか」

31｝
と

あ り，また 出産 を明 日に控えたデ ル フ ィ ン ヌ 夫人が イ

タ リ ア ン 座 を訪れ て い た
32
乏 い う記述 もみ られ る．劇

場 の ボ ッ クス 席 を借 り切 る こ とは 社会的なプ レ ス テ ー

ジを示 す行為で あ り，劇場通 い は 日常生活に 張 りと楽

しみ を持たせ る とと もに，社交界の エ
ー

トス の
一

つ と

位置付け られ て い た と考え ら れ．る．

　当時 の 劇場 は
，

18 世 紀後 半 に 新 た な 公 共 施設 の 先

駆 と して 建設 され，王侯貴族 だけ で な く，む しろ市民

の 熱 気を 反 映 し た 社交の場で あ っ た の で あ る
31 ）

．劇場

が生活 の 中に深 く組 み込 まれ て い た こ とが 推察で きる ．

　JDM 本文 に 「イ タ リア劇場 開幕公演の 席に 王妃 ・

王女 が 揃 っ て 白の 衣装で 出席」
S4 ）

とあ り，劇 場 を訪 れ

た社交界女性の 装 い が 記さ れ て い る，また，「『エ ル ナ

ニ 』の 衣 裳は そ の 装 飾 も大 変素 晴 ら しい 」
35 〕

「オ ペ ラ

『Orgie』の 初演で は羽根飾 りの 付 い た 白の ロ ーブ の 衣

裳が 注 目 を集 め た」
’3fi1

な ど，女 優 や ダ ン サ
ー

の 舞台衣

装 に記載が及 ん で い る こ とは
，

こ れ ら に多 くの 関心が

寄せ られ て い た と考え られ る．「オペ ラ座，イタ リ ア

座，テ ア トル フ ラ ン セ ーズ 等大通 りに 位 置す る 劇場 が
，

そ の 時々 の フ ァ ッ シ ョ ン の 移 り気に 絶対的な影響 を及

ぼ す」
37）

と い わ れ た こ とか ら も， 劇場が 当時 の モ ー ド

と深 く関わ っ て い た こ とを窺 い 知 る こ とが で きる．

　Costume　 Parisiens　No ，2962 （図 13）の 「白の ロ
ー

ブ」は 19 世紀初頭に 起 こ っ た 白い 布 の 流行 を示す も

の で ，30 年代 に お い て もなお話題の ロ
ー

ブ で あ っ た

よ うで あ る ．オ ペ ラ 『Orgie』 の 舞台で 話題 に な っ た

衣装 はそ の 白の 流行 と結 び つ くもの で ， 1832年 に初

演 され たバ レ エ 『ラ ・シ ル フ ィ
ー

ド』の 衣装 に も白の

ロ ー
ブが採用 され て い る

38〕．同名の モ ー ド誌 『ラ ・シ

ル フ ィ
ー

ド』 も刊行 され て い る
39〕

こ と か ら，こ の 衣装

が モ ー ド界 に与 え た 影響 が 大 きか っ た こ と が窺え る．

　Costume 　 Parisiens　No．2966 （図 14）に は，ロ マ ン

チ ッ ク の ロ
ー

ブ に タ
ーバ ン を組み 合わ せ た

一
見 ミス マ

ッ チ な装 い が 描か れ ，こ こ に タ
ーバ ン の モ

ードへ の 採

用が み られ る ．モ ードに み られ る タ
ーバ ン はヴ ィ コ ン

トの 恋 愛 作 品 か ら採用 さ れ た とい わ れ る
4°）。『ラ ・シ

ル フ ィ
ー

ド』 を踊 っ た タリオ
ー二 は，ブ

ー
ヴ ェ の 店が

作 りモ
ード誌に紹介さ れ た 「シ ル フ ィ

ー ド」 とい う名

の ターバ ン を もて はや しだ
P
とい われ る，タ

ーバ ン の
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採用に つ い て は ，1822 年 に 上 演 され た 『ア ラ ジ ン 』

や それ に 続 く 『バ ヤ デ ール』 （1830） な どの エ キ ゾチ

ッ クな作品 が 影響 した と も考え ら れ る ．そ れ 以 前 の ナ

ポ レ オ ン の エ ジプ ト遠征や 東方趣味の影響 もまた，そ

の 背景に ある か と思わ れ る．い ずれ に せ よ
，

タ ーバ ン

を用 い た独創的な ス タ イ ル は，当時の 人 々 の 話題 を取

り込ん だ もの と捉 え ら れ る．

　 7．結　 　語

　ユ830年代初頭 の 3 年間 に わ た る JDM の フ ァ ッ シ ョ

ン プ レ
ー

トか らそ の 背景 となる社会や人 々 の服飾観 を

読み と り，描かれ た ロ マ ン チ ッ ク ス タ イ ル が もつ 意味

を考察 した ．当時 の 社会 的背 景と上層市民階層 に 属す

る ブ ル ジ ョ ワ の 上昇志向との 関わ りや 産業革命に よ っ

て もた ら され た 服飾素材 の 多様性 と服 飾表現 の 特徴か

ら検討 し，あわせ て こ れ ら に関わる女性像を浮 き彫 り

に した ．

　 フ ァ ッ シ ョ ン プ レ
ー

トに は，パ サ
ー

ジ ュ や ギ ャ ル リ

ーに 登場 した流行品店が商品とあわせ て 紹介 され て い

た．JDM の 毎号 に掲 載 され る 「モ
ー

ド」 の 項 は
， 時

に は 25％ 以上 を占め，当時 の モ
ー

ドに対す る上流社 会

の 人 々 の 関心度を窺 い 知る こ とが で きた ．また
， 産業

革命による機械 化 の 拡大は多種多様な素材を市場 に も

た ら した ，中で も レース は機械化生 産に よ っ て そ の 入

手が比較的容易にな り，ロ ー
ブや帽子 の 装飾に豊か に

用 い られ た．そ の 他 モ ス リ ン が多用 され る等，産業革

命 に よ る物質的恩恵を うけた繊維商業界の 活性化が 窺

えた．

　 ブ ル ジ ョ ワ は上流社 会 の エ ートス と服飾 とを結 実 さ

せ ，エ ー
トス の 一

つ で ある 舞踏会や サ ロ ン等で はその

衣装 の 豪奢 と優美 を競 い ，ロ マ ン チ ッ ク ス タ イル は ブ

ル ジ ョ ワ の 貴族意識 と産業界の 活性化があ い まっ て 花

開 い た とい える．そ の 中で シ ョ
ール は経済的豊か さと

エ レ ガ ン トを誇示 す る 格好 の ア イ テ ム と して 好 ん で 用

い られた．また，毛皮や 羽飾 り等の 高級品が ブ ル ジ ョ

ワ の 関心 を捉え た ．

　当初 「男 の 看板」 と して 装 っ た女 性 の 服装 は
，

い つ

しか ブ ル ジ ョ ワ女性に と っ て貴婦人 と して の 自負 と満

足感を表現 す る手段 へ と か た ち を変え る こ と に な っ た ．

胴部の しめ つ けな どに よる着装の苦痛 もあ っ たか と思

わ れ る が
， 「ア

・ラ ・
モ

ー
ド」 を身に 着け る快適 さ が

彼女 らの 生命 の 躍動 感 へ と繋 が っ た と い わ れ る こ と も

うなずけ る．

　 当時，生活 と劇場が深 く関わ る なか で高貴 な女性 の

舞踏会で の 衣 装や舞台衣装 に も関心 が 寄 せ ら れ
， 時 に

は女優や ダ ン サ
ー

が モ ー ドを先導 した．フ ァ ッ シ ョ ン

プ レートは社交場 で 周囲 の 目を惹 くよ うな観劇用衣装 ，

舞踏会用衣装 で 飾 られた．

　 よ り魅力的で 新 しい モ
ー

ドで飾 られ た フ ァ ッ シ ョ ン

プ レ
ー

トは，移 り行 く社会 の 中 で 上 流社会 の 女 性像 を

形成す る の に大 い に 貢献 した．JDM が社 会に 発 した

エ ネ ル ギ ーと
，

こ れ を期待する読者層の 熱意 を改 め て

感 じとる とともに， フ ァ ッ シ ョ ン プ レー
トを通 じて捉

え た モ ードの 創造か ら 「服飾」の もつ 意義を改め て 理

解 した．

　稿 を終 え るにあ た り， 貴重な資料 の 閲覧 ・
提 供を頂

い た，甲南女子大学 に心か ら感謝 い た します ．ならび

に 関係の 方 々 に厚 く御礼 申し上 げます．な お
， 本研究

の 概要は 日本家政学会第 53回大 会 にお い て発 表した．
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